
ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2840

月号月号ガバナー月信　

今月の写真

C o n t e n t s

国際ロータリー第 2840地区 

ガバナー

2008～2009年度
国際ロータリーのテーマ

国際ロータリー第2840地区 2008-2009年度

ガバナーメッセージ
2008-09年度ガバナー　松倉紘洋‥‥‥‥
今月のご連絡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
インターアクト海外研修・交流会報告‥‥‥
2840レディースセミナー
　“華のつどい”開催報告
研究グループ交換チーム（GSE）
　歓送会・韓国出発報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥
新規米山記念奨学生・カウンセラー
　オリエンテーション開催報告‥‥‥‥‥‥‥

　
2－3
4

5－6

7－8

9

10

館林東ロータリークラブ
　25周年記念例会開催報告‥‥‥‥‥‥‥
高崎セントラルロータリークラブ
　10周年記念式典開催報告‥‥‥‥‥‥‥
地区主要行事一覧表・周年行事予定クラブ
新入会員紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
訃報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
文庫通信（２５9号）‥‥‥‥‥‥‥‥‥
出席報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

11

12
13
14
15
16
17

日本初の洋式牧場 神津牧場 自給飼料を活用して健康なジャージー牛を飼養しています。新鮮な生乳を元に，牛乳・乳製品の生産から販売なども行っています。
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“水”そして“識字”

　　

　さて、地区の主要行事であります「研究グループ交換（ＧＳＥ）は、昨年１０月１３日～１１月１０
日に受け入れを行いました。そして先月、４月１３日より国際ロータリー第３７００地区（韓国大邸市）

へ安藤震太郎氏（高崎北ロータリークラブ）を団長に、井上怜子さん、佐藤貴二君、竹田和弘君の４名が

訪問中です。大歓迎のなか、友好を深めている様子が安藤団長より報告されています。今月１１日に帰国

されます。

　次に、「国際ロータリー第３８3０地区、マニラ首都圏パラニャーケ市河川において、小島昭先生（群馬

工業高等専門学校・特命教授）のご指導による「炭素繊維による水質改善」プログラムが推進されてい
ます。世界社会奉仕・友情交換委員会の大島雅彰委員長を中心に昨年から進められているものです。その

調印式を４月２３日に行って参りました。小島先生、横山公一直前ガバナー、大島雅彰委員長、他８名で

務めて参りました。フィリピンにおける、汚染された水の浄化、そして水に対する意識の改革に貢献でき

ることと期待しています。

　水問題につきまして、日本のロータリー研究会で学んだことをご紹介いたします。ハイビジョン映像で見

た、日本の月探査衛星「かぐや」からの“日の出”ならぬ“地球の出”はとても美しいものでした。「地球は青かった」

という言葉を、その言葉通り実感させられました。そして地球が陸よりも海の比率が圧倒的に高い「水の惑星」

であることを目の当たりにしました。その水の実に 97.5% が海水なのです。淡水の割合はわずか、2.5%。そ

こから南極や北極の氷や氷河を除くと残りの淡水の割合は、わずか 0.77％。それも、大部分が地下水で比較

的利用しやすい河川、湖、沼に限ると、わずか 0.01％しかないという事実に驚きをあらたにいたしました。

それと同時に、このことを我々はしっかりと認識しなければいけないと強く感じました。

　私たちにとって一番大切な飲み水をはじめとした生活用水、さらには農業用水、工業用水、くわえて異

常気象による災害等、水問題ということのなかに、さまざまな大問題があることを学びました。私たち日

本人にとって、飲料水は、味にこだわらなければどこでも手に入る安心なものです。しかし、世界に目を

向ければ、もはや、飲料水の不足は危険水域を超えています。日本、アメリカ、ヨーロッパ、オーストラ

リアなどでは 100％安全な水が得られます。ところが、アフガンでは 13％，エチオピアでは 22％、チャ

ドでは 34％の人が安全な水を得られない。途上国では、飢餓で人が死ぬのではなく、汚染された水を飲

んだことで人が死んでいるという重い事実があります。コフィ・アナン前国連事務総長が「世界は今、
水戦争の真っただ中にいる。犠牲者は貧しい国の人間で、《水なくして未来はない》」と演説する
ほどの事態なのです。このような世界の現実を、私たちはロータリアンとして直視し、理解を深め、対処

していかなければならないと思います。

　会長、幹事、そしてすべてのロータリアンの皆様には、益々ご健勝のこ

ととお慶び申し上げます。

　新緑のまぶしいばかりに美しい５月の好時節となりました。

私たちの年度も、いよいよ残すところ、あと２か月です。会長、幹事そし

て各委員長の皆さん、魅力あるクラブづくりのために、最後までご一緒に

力を尽くして参りましょう。
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　水については古来、数々のお示しがあります。福井県の大本山永平寺の正門の門柱に杓底一残水（杓
底の一残水）汲流千億人（流を汲む千億の人）と示されています。私どもがよりどころとする考え
方を示すものです。永平寺というのは深山幽谷の中にあり、周りの水量は豊かで清らかな真水に不足は

ありません。そうした環境のなか、日常生活において常に他の人のことを思って水を大切にしなさいと

いうお示しです。すなわち《柄杓 ( ひしゃく ) に水をくんだら、必ず半杓を残し、その残った水を注意

して元の流れに返しなさい。そうすれば、必ず千億の人にその水の徳分が行き渡るでしょう》という風

に私は理解しております。

　ロータリーは、マスコミ等で取り上げられる問題に追従し、時の流れの中で格好をつけるためにさま

ざまな問題に対処しようとしているのではありません。自分の生活信条、ライフスタイルの問題として

世界の危機に主体的に、根源的に関わっていこうとするものだと私は受け止めております。私たちはひ

とりで生きているわけではありません。大勢の人々との関わり合いの中で支え支えられつつ生存してい

るのです。だから、他者、大勢の人のために配慮することは、自分が損をすることではありません。むしろ、

自分を含む自分の最も身近な人たちが報われていく近道なのであります。私はロータリーのサービス精

神をそのように理解しております。

　ですから、次なる強調事項の“識字率向上”についても訴えたいことがあります。
　当地区では、今年度最後のセミナーとなる「識字率向上セミナー」を 5月 31日に伊勢崎クレインパー

ク山楽荘で開催いたします。識字率向上は世界全体が幸福になることにおいて、自らもより幸せになる

道行きのひとつであります。だから私自身も皆様とご一緒にしっかりと識字について学びたいと願って

おります。

　最後に、特段のお願いがございます。会員増強、会員維持についてのお願いでございます。

　3 月に会員組織強化委員会　曽我隆一委員長、管理運営委員会　本田博己委員長と連名にてご依頼いた

しました。我が地区の会員総数２０００名はどうしても譲れない、守らなければならない基準だ
と私は考えております。ともに世の中を良くしようとする仲間を増やすということは、ロータリアンひと

り一人にとって極めて大切なことだと存じます。牛久保年度に向けて会員ひとり一人のロータリーに対す

る意識を高め、仲間を増やすという形において、ロータリーとのつながりをより深めようではありませんか。

　皆様のご健闘をご期待いたします。

　国際ロータリー第２８４０地区
　　　２００８－２００９年度

ガバナー
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今月のご連絡

◆今月の地区の主要行事◆
1. 青少年交換学生第２回オリエンテーション
　日　時：200９年５月９日（土）受付開始　１５：３０　　オリエンテーション開始　１6：0０
　会　場：高崎ビューホテル　（０２７－３２２－１１１１）
　対象者：地区青少年交換委員、２００９年度青少年交換派遣学生及び保護者
2. 地区協議会
　日　時：200９年５月１６日（土）受付開始　９：３０　　開会　１0：0０
　会　場：伊勢崎市文化会館　（０２７０－２３－６０７０）
　対象者：会長エレクト、幹事、次期クラブ指導者
3. 第１８回茶の湯研修会
　日　時：200９年５月２４日（日）受付開始　１０：３０　　開始　１１：００
　会　場：群馬県富岡市　光厳寺　(０２７４－６３－７２８４）
　対象者：参加希望者
4. 識字率向上セミナー
　日　程：200９年５月３１日（日）　日本語教室見学会集合出発　９：３０　
　　　　　                                            セミナー受付開始　           １３：００
　会　場：伊勢崎ふくしプラザ (0270 ー 26－7733）・クレインパーク山楽荘　(0270 ー 23－2311）
　対象者：会長、幹事、国際奉仕委員長（又はそれに準ずる方）

◆周年行事のご紹介◆
沼田ロータリークラブ　５0周年
　日　時：2009 年５月 1０日（日）　１４：３０より
　会　場：ディラン　　　　　　
富岡中央ロータリークラブ　１５周年
　日　時：2009 年５月２４日（日）　１５：００より　
　会　場：ホテルアミューズ富岡　　　　　　   
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インターアクト海外研修・交流会報告

　　　　　　
桐生西ロータリークラブ　委員長　下井田　秀一

　　　　　　　　　　　　　

　今年で１７回目となるインターアクト海外研修が無事終了しました。ＲＩ２８４０地区とＲＩ２５６０
地区の合同事業です。今年度は新潟が主担当という事で第２５６０地区インターアクト委員会の林健晴
氏（高田東ＲＣ）を訪問団長として、両地区のロータリアンと高校生そして教員のご協力もいただい
て行ってまいりました。訪問先は台湾の清傳高級商業職業学校です。参加したインターアクター達は
大歓迎を受け台湾の高校生と友情を深めることができました。４月１８～１９日には台湾のインター
アクターが新潟を訪れます。
   群馬県のインターアクターとともに歓迎し、交流をしてまいります。

・参加人数と内訳
      　　　　　　　　　　　　　２４名 （群馬１８名・新潟６名）
　   　　　　　　　　　　　　　   ５名 （群馬３名・新潟２名）
　   　　　　　　　　　　　　　   １名（新潟）
　   　　　　　　　　　　　　　   １名（新潟）
　   　　　　　　　　　　　　 （３１名）
・研修目的　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　 
・研修先　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　 
・交流先　　　　　　　　　　 
・研修期間　　　　　　　　　
・研修日程と活動内容　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　     ２７　市内見学～交流会～ホームステイ
　　　　　　　　　　　　　　     ２８　ホストファミリーと交流～さよならパーティー
　　　　　　　　　　　　　　     ２９　台北→成田　帰国

インターアクト委員会　

学校や地域での奉仕と並ぶもうひとつのインターアクトの目標
である国際理解増進。
中華民国台湾省台北縣（ＲＩＤ３４９０第５分区）
三重中央ＲＣ・三重山陽ＲＣ・三重南欣ＲＣ・三重千禧ＲＣ・
三重南區ＲＣ
台北縣私立清傳高級商業職業学校
２００９年３月２６日～２９日
３/２６　成田→台北　市内見学

インターアクター　
ロータリアン
教員
事務局員
合計
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インターアクト海外研修・交流会の様子
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２８４０レディースセミナー「華のつどい」　報告

　２００９年４月５日（日）、日本近代産業発祥の地、富岡市の「富岡製糸場」を会場に、“２８４０
レディースセミナー「華のつどい」” が開催された。これは地区内の女性ロータリアンが一堂に会し、
交流を深めるとともに、ロータリーの奉仕理念についての本質的な理解を深め、「理念と実践」につ
いての共通認識を醸成し、ロータリー活動の活性化を図る事を目的に企画された、松倉紘洋ガバナー
肝いりの特別プログラムである。
　前日、会場となる富岡製糸場では、世界遺産本登録へ向けて活動を続ける「富岡製糸場を愛する会」
が中心となって「観桜会」が催され、大勢の市民や関係者で賑わっていた。
　その余韻が残る中、前日夕刻から降り始めた雨もすっかり上がって敷地内の桜の老木群もこの日を
待っていたかのように咲き誇り、まさに「華のつどい」にふさわしい環境が整った。しかも花冷えに
震えるというおまけつきである。
　この日の参加者は、地区内女性会員３１名、松倉ガバナーご夫妻、地区研修委員会副委員長の曽我
隆一パストガバナーご夫妻、そしてガバナー事務所スタッフである。
先ずは富岡製糸場正門前でスタッフから入場券を受け取り、会場となる「ブリューナ館」へ、登録を
済ませた後は会場内の一角に設けられた茶席にご案内し、富岡ロータリークラブ会員篠原昇君のご好
意による「篠原宗邦社中」の皆さんの御点前で開会前のひと時を過ごして頂くという趣向である。
　セミナーは定刻５分遅れの１０時４５分に開会された。挨拶に立った松倉ガバナーは、「これから
のロータリーには女性の力が必要」と力説され、女性ロータリアンの皆さんにエールを送った。
　最初の研修メニューは、第２７５０地区・東京銀座ロータリークラブの市川伊三夫パストガバナー
を講師に迎えての講演会である。市川先生は「期待する女性ロータリアンの力」と題した約７０分の
講演で、女性の力がいかに偉大かという事を様々な事例を挙げてお話しされ、女性会員の活躍に期待
を寄せられ、その重要性を示された。先生のユーモアあふれるお話に誘われて起きる笑い声は、会場
の雰囲気を和ませるとともに、花冷えの寒さをやわらげてくれたようだ。

地区副幹事　新井　恒好

ガバナー挨拶 女性会員の皆様

講師　市川伊三夫先生

子供達よりセミナー前の一腹
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　この日のサプライズメニューは、内容の公表をしていなかった昼食後の「お楽しみタイム」だ。昼
食会場中央の即席ステージで、伊勢崎中央ロータリークラブ会員小田澄江君が主宰する「小田澄江フ
ラメンコ舞踊教室」の皆さんが、生のギター演奏にのって繰り広げた迫力満点の華麗な舞は、参加者
の心を一つにし大いに盛り上がった。
　お楽しみタイムの後は、世界遺産の暫定リストに搭載され、国の重要文化財に指定されている「富
岡製糸場」の見学会である。見学会では、富岡製糸場研究の第一人者、富岡製糸場総合研究センター所長・
今井幹夫先生の解説付きのご案内で、我々の先人が築き上げてきた偉業を実感できたものと思う。
　今井幹夫先生には見学会に引き続き「富岡製糸場と女性たち」と題した約１時間の講演を頂いた。
今井先生はご自身が研究された史実を基に、富岡製糸場創成期に関わった女性たちの役割や生き様を
解りやすくお話しされ、近代産業の発展に女性の力が不可欠だった事をご教示された。ここでも女性
の力の偉大さを思い知らされることとなった。
　最初から最後までお付き合い頂いたお二人の講師先生も出席された閉会セレモニーでは、市川先生
と同期にガバナーを務められた曽我パストガバナーから講評を頂き、村上明男地区幹事のお礼の言葉で
プログラムを終了した。全員揃っての記念撮影を終えて解散したのは、予定時間を大幅に超過した１５
時３０分頃であった。
　今回のセミナーは、会場が国の重要文化財ということで様々な制約の中で開催された。火器の使用
が禁止されているために、会場の暖房ができなかった事や暖かいものが提供できなかった事、また、
化粧室などの設備が不十分な事、等々参加された皆様にご不便をお掛けしましたが、その分「記憶に
残るセミナー」になったことと思います。
　ご協力頂いた大勢の皆様に心から感謝申し上げます。

                       　“ありがとうございました”

お楽しみタイムの様子 講師　今井幹夫先生

曽我隆一パストガバナーによる講評 参加者全員で集合写真

富岡製糸場の歴史について聞き入る
             参加者の様子
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GSEチーム、大韓民国へ出発直前

 内山委員長　激励の言葉 安藤震太郎団長　挨拶 島津文弘　高崎北RC会長
　　　　乾杯挨拶

小越康　富岡RC副幹事
　　　締めの挨拶

ガバナー、内山委員長、GSEメンバー（歓送会にて）

研究グループ交換（GSE）チーム歓送会・韓国出発報告

ＧＳＥチーム大韓民国大邱へ元気に出発

　安藤震太郎（高崎北 RC）団長と 3 名のＧＳＥメンバーが 4 月 13 日成田国際空港から、ＲＩ
第 3700 地区大韓民国大邱市へと出発しました。群馬の出発地のららん藤岡には地区ＧＳＥ委員会
の福島英人委員と真下信也委員に見送っていただき、また成田へは地区ＧＳＥ委員会内山均委員長と
数納篤紀地区委員が同行して成田空港での見送りとなりました。
　松倉年度のスタートとほぼ同時にメンバーの結団式とオリエンテーションを開催しその後も勉強会
を繰り返しながらこの度の出発となりました。これから 5 月 11 日までの約 1 ヶ月間ホームステイを
しながらいろいろと有意義な体験をして元気に帰国されるよう願っています。
　また、出発に先立って 4 月 9 日高崎においてＧＳＥ派遣チームの歓送会が行われました。
村上明男地区幹事の開会のあいさつに始まり、松倉紘洋ガバナー・内山均地区ＧＳＥ委員長・
小礒泰男地区ＧＳＥアドバイザーからそれぞれ健康面やホームステイ先での留意点などを含めて激
励のことばをいただきました。
　その後派遣チームの安藤団長・井上怜子団員・佐藤貴二団員・竹田和弘団員それぞれから挨拶があ
り、スポンサークラブの高崎北ＲＣ島津文弘会長の乾杯の発声のあとしばし歓談をおこない、最後に
スポンサークラブの富岡ＲＣ小越康副幹事から締めの挨拶をしていただいて閉会しました。

地区副幹事　浅川　達郎
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　２００９年４月１８日（土）グランドホテル長谷川に於いて、正午より、米山記念奨学生カウンセラーセミ
ナーが全員参加で開催されました。
　開会に先立ち、横山公一米山記念奨学会評議員より開会及びご挨拶をいただきました。続いて高木貞
一郎米山記念奨学会常務理事より「米山記念奨学会事業及びカウンセラーにお願い」と題しましてパワーポ
イントを使用して解り易く説明をして頂きました。
　続いて２年間に渡り米山奨学生のカウンセラーを、お引き受けいただいた、富岡かぶらロータリークラブ
所属の嶋田佳幸様より、米山記念奨学生カウンセラーの体験発表をしていただきました。今回セミナーを受
講した皆様には大変、為になるセミナーであったと思います。
　１５分間の休憩を挟み、１３時３５分より米山奨学生とカウンセラーのオリエンテーションが行われました。開
会の挨拶は、中繁基米山記念奨学委員会委員長が行い、役員紹介を豊泉米山記念奨学委員会副委員長が行いました。
　ここで地区ガバナーよりカウンセラーの皆様・奨学生の皆様へ向けてのご挨拶があり、次に中繁基米山記
念奨学委員会委員長より、「米山記念奨学事業及び奨学生の心得」と題しましてパワーポイントを使用しての
説明がありました。特に確約書の記入・署名等、細かな点にも気を使った説明がありました。
　続けて大路潔江群馬学友会会長より奨学生に向け、皆様は群馬学友会の準会員です。今後予定される学友
会事業には、都合のつく限り参加してほしい、また学友会名簿作成の用紙も、事前に配られ、新規奨学生の
心の拠りどころになる、温かい挨拶でした。
　これより高木貞一郎米山記念奨学会常務理事より奨学金、２ヶ月分を各奨学生に激励の握手を行いなが
ら交付した。新規米山記念奨学生を代表して、劉娜（高崎北クラブ）さんより感動的な挨拶を頂いた。その後、
牛久保ガバナーエレクトの好きな言葉（志）について説明があり、激励の言葉とした。
最後に村上地区幹事より閉会の挨拶があり、緊張と和やかな雰囲気の中、定刻通り全てのプログラムを終了
いたしました。
　

担当地区副幹事　小林　夏夫

オリエンテーションの全体の様子大路潔江学友会会長挨拶

奨学金交付の様子嶋田佳幸カウンセラー経験者の体験談 中繁委員長の説明

新規米山記念奨学生代表挨拶

２００９年度ロータリー米山記念奨学生カウンセラーセミナー
及び奨学生・カウンセラーオリエンテーション開催報告
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館林東ロータリークラブ２５周年記念例会開催報告

　春まだ浅い３月１５日、館林東ロータリークラブは創立２５周年記念例会を市内ジョイハウスに於
いて執り行いました。
　当日は、松倉紘洋ガバナー、安楽岡一雄館林市長はじめ多くのご来賓のご臨席を賜り、県内２８ク
ラブから顔馴染みのロータリアン１３０余名のご出席を頂き、盛大な祝典となりました。
　拡大例会方式をとり、記念事業等の発表を行い、賛同を得ました。
　先ず、館林市立図書館に児童図書購入費を、市内小中学校に図書購入費を、また子供安全協力の家
表示旗購入費を寄贈しました。
　青少年育成部門として当クラブ創立以来、県立館林女子高校マンドリンギター部と明和ボーイスカ
ウトに助成金の寄贈を続けております。その館林女子高校マンドリンギター部のマンドリン演奏を懇
親会のアトラクションとして行って頂き、“爽やかでフレッシュな音色” に一同明るい心地で聞き入
りました。大好評でした。
　ご参会の皆様も途中で帰られる人もなく、２５周年の節目を心より祝って頂き、とても励まされました。
　当クラブメンバーもこれからの３０周年に向け、熱い友情を強く持ち、何にでも果敢に挑戦する
若々しい姿勢を崩さず、真の奉仕を目指し邁進していこうと心に誓い合いました。
　和やかなうちに２５周年記念例会が無事終了できましたのも皆様の温かいご理解とご協力に支えら
れての事と感謝の気持ちでいっぱいです。　
　本当にありがとうございました。

館林東ロータリークラブ　会長　阿部　豊子　

ガバナー挨拶

館林東ロータリークラブの会員 館林女子高校マンドリンギター部の演奏の様子
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高崎セントラルロータリークラブ１０周年記念式典開催報告

高崎セントラルロータリークラブ創立１０周年記念式典の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎セントラルロータリークラブ　会長　栁 澤 佳 雄
　　　　　　　　　　　　　

　この度、高崎セントラルロータリークラブの創立１０周年記念式典を 4 月 11 日（土）午後 6 時よ
り高崎ビューホテルにて開催致しました。松倉ガバナーや松浦高崎市長様、高崎商工会議所  原会頭
様をはじめ、ゆかりの深い多数（約 140 名）の会員の皆様に万障繰り合わせて御臨席いただき、盛
大に式典を挙行致しました。皆様の御支援御協力に心から感謝申し上げます。
　高崎セントラルロータリークラブは、高崎南ロータリークラブのスポンサーにより 1999 年に結成
され、式典には親クラブからなんと 30 名もの多数の会員がお祝いに出席されました。さらに当クラ
ブには二つの友好クラブがあり、新潟南ロータリークラブから 15 名、台湾の台北市華陽ロータリー
クラブ（台湾の淡江高級中学のマッチンググラントを共同で実施致しました。）から 21 名の多数が
遠路にもかかわらず参列いただきました。
　最初に来賓として御挨拶いただいた松倉ガバナーからは、当クラブへのガバナー公式訪問時の御指
導をふまえ、さらに活発なロータリー活動への励ましのお言葉をいただきました。
　松浦高崎市長様は、かつてスポンサーの高崎南ロータリークラブの会員でいらしたことから、ロー
タリー活動へのご理解は深く、10 周年記念事業として、高崎市倉渕町の植樹事業（緑のダム）に対し、
心のこもった謝辞をいただきました。（当日、感謝状もいただきました。）
　最後に挨拶に立った高崎商工会議所の原会頭様は、会頭としての御挨拶はそこそこにして、当時ス
ポンサークラブに在籍しており、当クラブの設立準備委員長としてのエピソードを詳しくお話されま
した。当時の並々ならないご苦労が理解でき、心を新たに致しました。
　式典は厳粛のうちにも心の通う大変有意義な雰囲気でありました。皆様の御支援御協力に心から感
謝申し上げます。
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地区主要行事一覧表・周年行事予定クラブ
～2008-2009　地区主要行事予定表～

 ク  ラ  ブ  名 周 年   予        定        日      開     催     場     所

沼田                                                             

富岡中央

伊勢崎東                     　　　　　　　　   

5 0

1 5

1 5

ディラン

ホテルアミューズ富岡

伊勢崎プリオパレス

2009 年  5 月 10 日

2009 年  5 月 24 日

2009 年  6 月 12 日

（日）

（日）

（金）

　～周年行事予定クラブ～

 　　　　開    　　催            日                            項　　　　　　          目                                    場　　　　　　所　
 2009 青少年交換学生　第２回オリエンテーション

全国青少年交換委員会委員長会議

識字率向上セミナー

米山記念学友会総会

青少年交換委員会・１年受入交換学生修了式

青少年交換学生　第３回オリエンテーション

国際大会

第４回ガバナー諮問委員会

新旧地区役員連絡会議

高崎ビューホテル

国際オリンピック記念青少年総合センター

クレインパーク　山楽荘

ホテルメトロポリタン高崎

英国バーミンガム

ホテルアミューズ富岡

ホテルアミューズ富岡

9 

23( 土 )   ～   24

31

6

13

13

21( 日 )   ～   24

28

28

5.

6．

（土）

（日）

（日）

（土）

（土）

（土）

（水）

（日）

（日）

～2009-2010 年度 ( 牛久保年度）　地区主要行事日程表～
 　　　　開    　　催            日                            項　　　　　　          目                                    場　　　　　　所　
 2009 ２８４０地区協議会

第２回 ガバナー補佐会議

会員増強セミナー

第４回ガバナー諮問委員会（松倉年度主催）

新旧地区役員連絡会議（松倉年度主催）

伊勢崎市文化会館

クレインパーク山楽荘

ホテルアミューズ富岡

ホテルアミューズ富岡

16

6

6

28

28

5.

6．

（土）

（土）

（土）

（日）

（日）

13
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新会員紹介

原田　敏明
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年7月1日
生命保険　　　　
住友生命保険相互会社
太田支社長
栗原  稔

/
/
/
/
/

小暮　正男
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年9月2日
自動車内装製造
株式会社　正英
代表取締役
吉原　猛

/
/
/
/
/

澤  邦彦
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年9月2日
冷暖房機器配布
株式会社アドバンストビジネスサービス

代表取締役社長
矢島  克彦

/
/
/
/
/

青木  正人
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年9月2日
弁護士
りょうもう法律事務所
弁護士
田島　眞治

/
/
/
/
/

山田  正仁
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年2月3日
印刷
あーと・プラン有限会社
代表
小暮　正男

/
/
/
/
/

中島　昇
太田南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年10月28日
獣医
有）さくら動物病院　　　
代表取締役
大渕　尚孝

/
/
/
/
/

古川　正道
館林RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年4月3日
仏教
宗教法人　茂林寺
住職
堀口  一宇・小暮  雅丈・青山  守治

/
/
/
/
/

大川　義
前橋東RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年4月16日
教育
共愛学園中学校・高等学校
学校長
鈴木　信行

/
/
/
/
/

藤田　実
高崎南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年3月3日
電気機械卸
藤田エンジニアリング(株)
代表取締役社長
串田　紀之・高井　和雄

/
/
/
/
/

塩澤哲哉
富岡中央RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年3月12日
電機事業
塩澤電機（株）
代表取締役
伊原　喜久雄

/
/
/
/
/

山田　邦明
高崎南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年3月3日
旅行斡旋業
(株)JTB関東　高崎支店　　
支店長
山口　正敏・佐藤　修

/
/
/
/
/
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訃報

( 有 ) 天武　社長
天田　卓次　 群馬境ＲＣ

1970 年　6月10日
1984 年～85 年度　　
1989 年～90 年度
1988 年　　　　　　　    ポールハリスフェロー　
1991 年　　　　　　      米山功労者　　
　

　　入会（チャーターメンバー）
　　幹事
　　会長

２００９年　3 月 19 日逝去（享年　79 歳）

謹んでお悔やみ申し上げます。
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文庫通信（259 号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資
料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、２万余点を収集・整備し、皆様のご利
用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版
資料についてはコピーサービスも承ります。
文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで閲覧
できます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出す事ができます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。
ロータリー文庫ホームページ http://www.rotary-bunko.gr.jp へのリンクはご自由にお貼りいただい
て結構です。

◆各地区ガバナー月信より◆
◎「ようこそロータリーへ」
　濵田五左衞門　（D.2800）
◎「例会とロータリーの原理原則」
　安孫子貞夫　（D.2800）
◎「ロータリーの根本を考える」　
　井上暎夫　（D.2660）
◎「Stigma　恥辱の烙印」
　塚原房樹　（D.2510）
◎「職業と奉仕」　
　近藤雅臣　（D.2660）
◎「ロータリーの職業倫理訓逐条解説（7）～（9）」
　青木伸翁　（D.2770）
◎「識字率向上は世界平和への道」
　諏訪昭登　（D.2710）
◎「『ロータリーの森』とその後」
　好川嘉則　（D.2650）

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

3P

1P

3P

2P

2P

3P

2P

1P

2009

2009

2009

2009

2009

2009

2009

2009

　ロータリー文庫　　　
　〒105－0011 東京都港区芝公園 2－6－15 黒龍芝公園ビル 3F
　TEL : 03-3433-6456　FAX : 03-3459-7506　
　http://www.rotary-bunko.gr.jp
　開館 : 午前１０時～午後５時　休館 : 土・日・祝祭日

http://www.rotary-bunko.gr.jp
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_01-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_02-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_03-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_04-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_05-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_06-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_07-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/259/259_08-01.pdf
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出席報告
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